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要約
本取組では、四国の全薬学部の教員・学生・院生による、毎年開催の評価委員会Cに引き続いて行われる意見交換の場を相互交流として活用してきた。取組期間を通じ、相互交流の場では進路相談や研究ネットワーク形成、研究内容に関する情報交換等、多様な意見が交換され、参加者の９０～１００％が「役に立った」と回答していた。今後このような機会があれば、ぜひ継続してゆきたい。
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１．目的
本取組は、四国の全薬学部が戦略的連携関係を持ち、薬剤師養成教育・大学院教育と研究を共同して推進し、臨床薬学分野の研究者や高度な専門知識を有する臨床薬剤師を養成することを目指している。その一環として、四国の全薬学部の教員・学生・院生による共同研究発表会の開催とともに相互交流を実施している。

２．活動内容
本事業では毎年、４薬学部の教員、大学院生及び高学年の学部生が1泊2日の合宿形式で、連携取組への意見を述べる『評価委員会C』を開催している。評価委員会Cでは共同研究発表会のほか、教員、学生、院生による総合討論、および夕食を囲んでの情報交換会を通じた相互交流を実施してきた。また、平成27年度末に我々と同じく平成24年度に「実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤師養成プログラム」（千葉大学薬学部・千葉科学大学薬学部・城西国際大学薬学部）で同事業に採択された千葉県の３薬学部の取組と連携協定を締結したことから、平成28年度は千葉大学からの教員・学生の参加も実現した。




表１．参加者の内訳
	
	平成24年度
	平成25年度
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度

	開催地
	徳島（文理大学薬学部）
	香川（徳島文理大学香川薬学部）
	愛媛（松山大学薬学部）
	徳島（徳島大学薬学部）
	徳島（徳島大学薬学部）

	教員
	22
	22
	22
	22
	14

	院生
	7
	7
	9
	11
	10

	学生
	6
	6
	7
	2
	8


研究発表後の相互交流では、研究内容ののみならず、薬剤師業務の将来、および薬学部における薬剤師教育、大学院教育に関する多くの話題が協議され、多彩な意見が出された。以下に、代表的な意見を記す。
· 進路相談が出来た
· 大学院進学に伴う経済的負担に対する大学からのサポートの実施が欲しい
· 他大学の学生と交流ができ、刺激になった
· 四国の４薬学部が集まって研究発表、懇親会を通じていろんな人と知り合えるので非常に良い事である。事業が終わっても続けて欲しい
· 情報交換ネットワークつくりに役立つ会であった
· 他大学のチーム医療の状況が良くわかった
· PhDを持った薬剤師に求められるものが何かを考える良い機会になった

３．成果
毎回、実施後にアンケートを行ったが、相互交流を含む評価委員会Cについて、満足度アンケートを行ったところ、以下に示すように大変役に立ったと答えた参加者の割合が９０～１００％と、満足度の高い取組となったことが明らかになった。

表２．満足度調査（％）
	
	平成24年度
	平成25年度
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度

	大変役に立った
	34.3
	47.3
	40.7
	41.7
	43.8

	役に立った
	60.9
	47.3
	59.3
	52.9
	56.3

	役に立たなかった
	4.3
	5.4
	0
	5.9
	0


また、本取組で得られた意見は各大学に持ち帰り、カリキュラム編成、ポリシー作成に活用された。

４．今後の予定
参加者の自由記載意見にも継続を期待するものもあったことから、今後このような機会があれば、ぜひ継続してゆきたい。
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